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 常任委員会の「所管事務調査」に基づき

 報 告 書 を議長に提出しました

町の森林整備・里山整備について 
～民有林の保全と利活用の課題～

所管事務調査とは・・・
　常任委員会は、それぞれの部門に属する範囲の事務（所管）に対して調査をおこなう権限を
持っています。この権限により、委員会は自主的にテーマを設定し、町政の各分野における課
題の解決に向けて調査をおこないます。この調査結果は、町長などの執行機関に対する具体
的な政策や施策の提案に繋がります。

現状
　当町の民有林の所有者の大多数は、保有規模が５ha未満の零細規模であり、ほとんどの所
有者が林業を生業としておらず、手入れの行き届かない森林の増加が懸念されています。

課題
1．町の森林整備事業は、長野県森林づくり県民税（通称：森林税）や森林環境譲与税などを

財源として進めていますが、積極的な施策の実施には至っていません。その理由は、金額
の中途半端さや、使い勝手の悪さ、町の施策の優先度など諸課題があるように考えられ
ます。

2．防災減災・里山整備・地球温暖化・水源の確保などをキーワードとして考えれば、何らかの
方針が必要です。

調査先
　喬木村（伊久間里山協議会）、阿智村（わたりぜ会）

まとめ
1．喬木村と阿智村の里山整備の視察を参考にして、当町にあった形で同じような活動を取り

入れるべきであり、面替の「コードマーク御代田」が近い事例と考えます。
2．森林整備や里山整備を実施しようと計画している地域住民の団体に、長野県森林づくり県

民税（通称：森林税）や森林環境譲与税などの有効利用が出来る情報提供があれば良いと
考えています。一方、行政とは少し距離をおいて自主的な活動を目指す団体もあるので、
あくまでも団体の自主活動に任せることも大切にすべきと考えます。

町民建設経済常任委員会 
　委 員 長　内堀喜代志 
　副委員長　茂木　重幸
　委　　員　五味　髙明 　　　　　
　　　　　　小井土哲雄 　　　　　
　　　　　　黒岩　旭 　　　　　
　　　　　　森泉　謙夫 　　　　　
　　　　　　内堀　綾子
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現状
　町の公共交通は、しなの鉄道と佐久御代田線のバスがありますが、高齢者など車の運転が
できない方は町内外への移動に不便を感じています。そのため町ではタクシー利用助成制度
で支援をしています。

課題
1．佐久市へ行くには、しなの鉄道では小諸駅で乗り換える必要があり、バスでは朝夕のみの

運行に限られるため通院などでの利用には不便です。
2．タクシー利用助成券の対象者は、高齢者や障がい者、妊婦や、乳児を育てている保護者に限

られています。
3．高齢者のタクシー利用助成券の上限は48枚で、通院や買い物で使い切ってしまう方もい

ます。また、タクシー利用料の負担が大きいと感じている高齢者もいます。

調査先
　軽井沢町、小諸市、佐久市、茅野市

まとめ
1．タクシー利用助成券の拡充について

①佐久方面への通院を月１回とした場合、最低でも倍の枚数が必要であり、枚数増や上限
撤廃の検討が必要です。

②利用対象者拡大へ対象年齢の引き下げや家庭の事情や病気、けがなどの個々の事情へ
の考慮を望みます。

③代理人購入の柔軟化やタクシー車内での購入など、本人が役場窓口まで来なくても良
い環境整備が必要です。

2．隣接自治体への移動手段について
①御代田駅移動の利便性向上へエレベーターや駅北改札の設置を望みます。
②佐久市との協議のもとバスの確保を続け、乗り合いも踏まえて佐久市への移動する手

段を保つ必要があります。
3．デマンド交通について
　町単独事業では費用が嵩むことから、タクシー券を補完する安価なデマンド交通があれ

ば併用するなど、中長期的な検討が必要です。
4．その他

①運転手の雇用促進のための支援の検討が必要です。
②利用者の利便性を最大限考慮するため、町民主体の協議会を立ち上げる必要があり

ます。

総務福祉文教常任委員会 
　委 員 長　池田　るみ 
　副委員長　中山　温夫
　委　　員　荻原　謙一 　　　　　
　　　　　　山浦　久人
　　　　　　赤田　憲子
　　　　　　尾関　充紗
　　　　　　山本今朝和

公共交通について
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新 新

一般会計総額一般会計総額 町民1人あたり町民1人あたり

（5億2,878万円の増額補正）（5億2,878万円の増額補正） ※令和5年6月1日現在の人口※令和5年6月1日現在の人口
16,441人で算出16,441人で算出

　６月定例会は６月２日招集、12日までの11日間の会期で開催され、専決処分事項の報告１件、
人事案１件、条例案３件、補正予算案４件、報告事項３件、陳情２件、事件案２件、意見書案２件の
計18件を原案どおり承認、可決しました。
　令和５年度一般会計補正予算の中から、町民のみなさんの注目度が高いと思われる事業を、
議員による質疑とともにピックアップし、４ページにわたり紹介します。

　通常、補正予算とは３月議会で成立した当初予算に加え、予見しがたい事態に対応するために組まれ
る予算です。ですが今回の補正予算は、骨格予算（※前号参照）として組まれた当初予算に、政策的な新規
事業などを盛り込んだ肉付け予算となります。

8080億億1,1531,153万万円円 約約4545万万円円

  エコール
「20周年記念事業」

　子どもたちが楽しめることを中心に企画を
考えた。
　打楽器は、小さな子どもから楽しめるので
世界各地から集めた打楽器を使用してコン
サートを実施する。
　また、世界各地から集められた貝殻を、見
て触れる経験をしてもらいたいと考えている。

20 周年記念事業委託料

子ども向けのイベントを 2 つ実施す
るということだが、詳細は。問

答

193
万円

　メインの複合遊具の入れ替えを検討中
である。それに合わせて周辺の遊具に更
新の必要があれば実施する。

公園施設整備工事費

龍神の杜公園の遊具は、何種類を入
れ替えるのか。問

答

6,822
万円

龍神公園の
遊具入れ替え

エコールみよた 20 周年記念事業で、
子ども向けのイベントを実施する。

令和5年令和5年
第2回定例会開催第2回定例会開催 補正予算を可決補正予算を可決
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道路改良に
総額３億円計上

旧庁舎跡地などの
売却準備

駅待合室を
リニューアル

駅西駐車場の
拡大準備

　当初予算 1 億円は、主に着手済みや継続
箇所を計上した。
　6 月補正予算では、追加で川原田寺沢線
をはじめ、11 または 12 路線を計画して
いる。

　町有地プロポーザル審査員報酬は、公募
式プロポーザルの審査委員会手数料 2 回
分の報酬を計上し、旧役場跡地の外周測量、
境界復元手数料、旧役場跡地構造物、車庫、
擁壁、進入路などの撤去費を算出するため
の測量手数料、旧役場跡地の土地の価格の
鑑定料、その他の町有地の土地鑑定委託料
が含まれている。

　明るい色が 92 票、暗めの色が 60 票と
いうことで聞いている。設備については
Wi-Fi 設備、テーブルと椅子、訪れた方
が自由に使える電源コンセント、テレビ、
シンク、エアコンということである。

　現状の駐車場を含めて 100 台ほどの駐
車スペースになると想定している。

当初予算で１億円、補正予算で２億円が計上され、
総額３億円の事業となった。

旧庁舎跡地などの宅地開発のため、
売却に向けた準備を進める。

しなの鉄道（株）が御代田駅の待合室を
リニューアルするにあたり、

事業費の半分にあたる 500 万円を町が負担する。

駅西側駐車場拡幅のため、用地取得をする。

道路新設改良事業経費

財産管理経費

駅待合室リニューアル負担金

用地購入費

選定した路線は。

財産管理経費や町有地プロポーザル
審査員報酬などの詳細は。

内装の投票結果は。また、設備の詳
細は。

何台ほど駐車スペースが増える予定
なのか。

問

問

問

問

答

答

答

答

２億
円

400
万円

500
万円

536
万円

新新

新
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アピアランスケアに
補助金

価格高騰に対し
緊急支援

体育施設に
扇風機と
ヒーター導入

中学校に
防犯カメラを設置

　対象者の申請日において町の住民基本台
帳に記載されている方、及びがんと診断さ
れ、がんの治療、手術、薬物治療、放射線
療法等を受けた方、または現に受けている
方の両方に該当する方になる。補助率は 2
分の 1 で上限金額は 2 万円となっている。

　3 万円の現金支給（口座振込）となる。

　扇風機は利用者の希望に応じ、利用い
ただけるようにしたいと考えている。
　ジェットヒーターの暖房費は受益者負
担を求める計画であるが、扇風機につい
ては冷房ではないため、受益者負担は今
のところ考えていない。

　設置台数は 4 台を予定しており、約
43 日間データを蓄積できる。

がん治療による外見変貌を補完する医療用補整具を
対象に、購入費用の一部を助成する。

価格高騰に対する緊急支援として
住民税非課税世帯へ給付金を支給する。

B&G 海洋センターとやまゆり体育館に、
扇風機を計 12 台、ジェットヒーターを

計 6 台導入する。
アピアランスケア事業補助金

電力・ガス・食料品等
価格高騰緊急支援給付金

中学校防犯カメラ設置工事

対象者は。

支給方法は。

利用者は自由に使えるのか。また、
扇風機とジェットヒーターの受益者
負担は。

設置台数は。また、設置後のデータ
管理は。

問

問

問

問

答

答

答

答

10
万円

4,631
万円

239
万円

101
万円

新

新

新

新
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地域猫の不妊・
去勢手術補助

　対象は町内に居住している人と町内で活
動している団体で、動物病院などで手術し、
補助金の交付申請をする。対象の動物病院
については町内外を問わない。
　手術後は、耳の端をV字にカットし、不
妊・去勢手術をしたことがわかるように処
置する。

　オスは上限が 5 千円、メスは 1 万円に設
定し、オス 40 頭で 20 万円、メス 30 頭で
30 万円、合わせて 50 万円で試算した。

　譲渡可能な猫については、終生屋内飼育
を条件として譲渡する。元の場所に戻す場
合は、トイレの設置や餌の適正な管理と環
境の保全に努めてもらうように周知する。

飼い主のいない猫（地域猫）に
対する不妊・去勢手術補助金

事業の詳細は。

何匹を対象にしているのか。　

不妊・去勢手術が終了した猫は
どうなるのか。

問

問

問

答

答

答

50
万円

新
平和台町営住宅
跡地の造成工事

都市計画地域の
拡大検討

　年内に完了できれば良いと考えている。
周辺の道路工事なども計画中であり、台
風や天気悪化によりずれ込む可能性があ
るが、令和 5 年度中には完成させる予定
である。

　具体的な場所は浅間サンラインより北側
の区域で長坂地区あたりを検討している。
この地域は大浅間ゴルフクラブの隣で、定
住する住宅も増えてきている。
　近年、町に対し地権者から都市計画区域
拡大の要望などが来ている。まずは、現在
居住されている方の意向を調査する予定で
ある。

宅地分譲造成工事

都市計画変更支援業務委託料

造成工事の完了予定は。

都市計画地域の拡大について詳細は。

問

問

答

答

4,180
万円

785
万円

新

新
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陳情名 陳情者 趣旨 委員会意見 担　当
委員会

本会議
結　果

「さらなる少人数学
級推進と教育予算の
増額」・「義務教育費
国庫負担制度の堅
持・拡充」を求める陳
情

長野県
教職員組合
佐久支部　
御代田町単組
単組長
小泉　かおり

　子どもたちのゆたかな
学びを実現するための教
材研究や授業準備の時間
を十分に確保し、学校の

「働き方改革」を実現する
ためには、さらなる少人
数学級推進と抜本的な定
数改善計画に基づく教職
員定数の改善が不可欠で
ある。
　また、平成18年に義務
教育費の国庫負担率が２
分の１から３分の１に引
き下げられたが、教育の
地方格差が生じないよ
う、義務教育国庫負担制
度の堅持・拡充が必要で
ある。

採択　
〇義務教育は国の責任で

あり、さらなる少人数
学級推進と教育予算の
増額と義務教育費国庫
負 担 金 制 度 の 堅 持 ・
拡充は、教育の機会均
衡と子どもたちのゆた
かな学びを実現するた
めにも必要不可欠であ
る。

総務
福祉
文教

賛成多数で
採択

「へき地教育振興法
に鑑み、へき地手当
等支給率を近隣県並
みの水準に戻すこと」
を長野県知事に求め
る陳情

長野県
教職員組合
佐久支部
御代田町単組
単組長
小泉　かおり

　長野県は2006年度よ
り、へき地手当率の大幅
な減額を行い、都市部と
の格差がいっそう拡大し
ている。
　教育の機会均等と中山
間地域における教育水準
の向上を図るため、へき
地手当等支給率を近隣県
並みの水準に回復するこ
とが喫緊の課題である。

採択　
○教職員の人材確保や県

下の教育の機会均等と
の視点からも、へき地
手当支給率の均衡を考
慮し、近隣県並みに回
復するべきである。

総務
福祉
文教

賛成多数で
採択　

▼陳情は、こうなりました▼

▼国・県へ意見書を提出しました▼
「さらなる少人数学級推進と教育予算の増額」・「義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充」を
求める意見書

１ どの子にもゆきとどいた教育をするため、さらなる少人数学級推進と教育予算の増額をすること。
　 また、複式学級の学級定員を引き下げること。
２ 教育の機会均等とその水準の維持向上のために必要不可欠な義務教育費国庫負担制度を堅持し、負担率

を２分の１に復元するなど拡充すること。
【提出先：衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、文部科学大臣】

「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率を近隣県並みの水準に戻すこと」を求める
意見書

１ 教育の機会均等と中山間地域における教育水準の向上をはかるため、へき地手当およびへき地手当に準
じる手当の支給率について、都市部との格差（相対的へき地性）がいっそう拡大している実情を十分把
握しつつ、近隣県との均衡を勘案し、2005年度以前の水準に戻すこと。

【提出先：長野県知事、長野県議会議長】

8陳情・意見書　令和5年7月25日発行　みよた議会だより　No.132



【町長提出】
条例の改正

議案
御代田町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を
定める条例の一部を改正する条例
　こども家庭庁が設置されたことに伴う関係法律の整備

可決

議案 御代田町子ども・子育て会議条例の一部を改正する条例
　同上 可決

予算
専決処分 令和５年度御代田町一般会計補正予算（第１号） 承認

議案 令和５年度御代田町一般会計補正予算（第２号）
　詳細は４～７ページをご覧ください 可決

議案 令和５年度御代田町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第１号） 可決

議案 令和５年度御代田町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 可決

議案 令和５年度御代田小沼水道事業会計補正予算（第１号） 可決

人事

議案 御代田町農業委員会の委員の選任
　詳細は11ページをご覧ください 同意

契約

議案 令和４年度 繰越明許 国庫補助 社会資本整備総合交付金事業ストックマネジ
メント計画に基づく処理場機械設備工事請負契約 可決

議案 令和４年度 繰越明許 国庫補助 社会資本整備総合交付金事業ストックマネジ
メント計画に基づく処理場電気設備工事請負契約 可決

報告

報告 令和４年度御代田町土地開発公社事業報告、財産目録、貸借対照表及び損益
計算書の報告 −

報告 令和５年度御代田町土地開発公社変更事業計画及び第１回補正予算の報告 −

報告 令和４年度御代田町繰越明許費繰越計算書の報告 −

賛否の分かれた議案

賛
　
　
成

反
　
　
対

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
議
決
結
果

山
本
今
朝
和

尾
関
　
充
紗

内
堀
　
綾
子

森
泉
　
謙
夫

黒
岩
　
　
旭

赤
田
　
憲
子

中
山
　
温
夫

山
浦
　
久
人

内
堀
喜
代
志

茂
木
　
重
幸

池
田
　
る
み

小
井
土
哲
雄

荻
原
　
謙
一

五
味
　
髙
明

御代田町副町長の定数を定める条例の
一部を改正する条例
　詳細は10ページをご覧ください

7 6 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × × × × − 可決

＊○…賛成、×…反対　　議長は採決に加わらないので、「−」で表示します。　（議長　14番　五味　髙明）　　

議案など

議員名簿

全会一致の議案など

【議員提出】
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副
町
長
を
１
名
と
す
る
条
例
案　
可
決

議
員
発
議

小
井
土 

哲
雄　
議
員

も
う
１
人
の
副
町
長
の

必
要
性
が
急
務 

　
危
機
管
理
の
観
点
か
ら
両
澤
副
町
長

は
し
な
の
鉄
道
で
通
勤
し
て
い
る
が
、

町
長
不
在
時
に
地
元
居
住
の
も
う
１
人

の
副
町
長
の
必
要
性
の
ほ
う
が
急
務
で

あ
る
。
議
会
が
承
認
し
た
責
任
か
ら
検

証
を
せ
ず
に
無
責
任
と
感
じ
、
町
長
か

ら
の
条
例
改
正
が
望
ま
し
い
。

池
田 

る
み　
議
員

2
名
体
制
で
業
務
分
担

が
効
果
的 

　
職
員
採
用
な
ど
5
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
前
進
し
成
果
が
出
て
い
る
が
、
職

員
は
不
足
を
し
て
い
て
、
職
員
確
保
は

喫
緊
の
課
題
で
あ
り
一
層
の
強
化
が
必

要
で
あ
る
。

　
今
は
ま
だ
、
特
命
担
当
、
統
括
担
当

の
副
町
長
2
名
体
制
で
業
務
分
担
す
る

こ
と
が
機
能
的
、
効
果
的
と
考
え
る
。 

　
現
状
、
御
代
田
町
の
副
町
長
は

１
人
体
制
と
な
っ
て
い
る
。

　
御
代
田
町
の
副
町
長
が
１
人
体

制
と
な
り
２
カ
月
が
過
ぎ
る
が
、

町
政
運
営
に
変
化
は
感
じ
ら
れ
な

い
。
１
人
体
制
に
な
り
指
揮
命
令

系
統
が
簡
潔
と
な
っ
た
こ
と
で
ス

ム
ー
ズ
な
行
政
運
営
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
の
声
も
聞
く
。 　

　
歴
代
町
長
は
副
町
長
１
人
体
制

で
町
政
運
営
を
し
て
お
り
、
現
状

を
鑑
み
て
も
、
１
人
体
制
の
ま
ま

で
よ
い
と
考
え
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
副
町
長
の

定
数
を
現
状
と
合
わ
せ
た
１
人
と

す
る
よ
う
本
議
案
を
提
出
す
る
。

赤
田 

憲
子　
議
員

人
的
要
因
の
充
実
が

最
重
要
課
題  

　
副
町
長
２
名
体
制
を
継
続
す
る
よ
り

職
員
数
を
増
や
し
、
業
務
が
さ
ら
に
円

滑
に
ま
わ
る
よ
う
人
的
要
因
の
充
実
を

図
る
こ
と
が
最
重
要
課
題
で
あ
る
。

　
現
状
の
条
例
の
ま
ま
で
は
定
数
を
満

た
さ
な
い
状
態
が
継
続
す
る
事
に
な
る

た
め
、条
例
の
一
部
改
正
は
必
要
で
あ
る
。

内
堀 

綾
子　
議
員

２
人
体
制
の
維
持
が

必
要
か
が
論
点 

　
２
人
体
制
の
維
持
が
必
要
か
が
論
点

で
あ
る
。
多
く
の
議
員
の
一
般
質
問
で
、

副
町
長
が
１
人
体
制
に
も
関
わ
ら
ず
、

公
約
は
着
実
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
て

い
る
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
現
在
は
、
副
町
長
は
１
人
の
状
態
で

あ
る
。
な
ら
ば
副
町
長
は
１
人
で
も
十

分
で
あ
る
。

内
堀 

喜
代
志　
議
員

副
町
長
２
人
体
制
の

検
証
を
す
べ
き 

　

副
町
長
２
人
体
制
に
な
っ
て
１
年

３
カ
月
程
度
の
経
過
で
議
会
と
し
て
、

長
所
・
短
所
の
検
証
が
出
来
て
い
な

い
。
よ
っ
て
、
本
発
議
は
時
期
尚
早
と

考
え
る
。
議
会
と
し
て
す
べ
き
こ
と

は
、
副
町
長
２
人
体
制
の
検
証
で
あ
る
。

森
泉 

謙
夫　
議
員

提
出
理
由
に
検
証
結
果

な
ど
の
根
拠
を 

　

副
町
長
１
名
の
状
態
は
条
例
違
反

で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
欠
員
状
態

で
あ
る
。

　

副
町
長
定
数
が
１
人
か
ら
２
人
に

な
っ
て
か
ら
の
１
年
３
カ
月
間
の
職

員
側
の
不
具
合
、
財
政
的
矛
盾
点
、

民
意
を
表
す
署
名
な
ど
、
検
証
結
果

を
示
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

公共交通について御代田町副町長の定数を定める条例の
一部を改正する条例案について

反
対
討
論

提
出
者

賛
成
討
論

提
出
理
由

山
本 
今
朝
和　
議
員

中
山 

温
夫　

   
議
員 

黒
岩 

旭　

      
議
員 

※掲載順は討論順です。

10議員発議　令和5年7月25日発行　みよた議会だより　No.132



表　
彰

　
平
成
５
年
か
ら
平
成
21
年
ま
で
の
16
年

間
、議
会
運
営
委
員
長
、建
設
経
済
常
任
委

員
長
な
ど
を
歴
任
し
、地
方
自
治
の
発
展
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、旭
日

単
光
章
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

荻お
ぎ

原は
ら　

達た
つ

久ひ
さ

氏（
草
越
）

荻お
ぎ

原は
ら　

　
隆た

か
し（

草
越
）

荻お
ぎ

原は
ら　

茂し
げ

美み

（
草
越
）

大お
お

井い　
壽ひ

さ

尚と

（
豊
昇
）

鈴す
ず

木き　
健け

ん

之じ

（
栄
町
）

土つ
ち

屋や　
昌ま

さ

良よ
し（

児
玉
）

山や
ま

本も
と　

裕ひ
ろ

之ゆ
き（

児
玉
）

白し
ら

井い

佳か

代よ

子こ

（
上
宿
）

飯い
い

塚づ
か　

仁じ
ん

子こ

（
小
田
井
）

内う
ち

堀ぼ
り　

文ふ
み

夫お

（
塩
野
）

内う
ち

堀ぼ
り　

悦え
つ

子こ

（
塩
野
）

堀ほ
り

篭ご
め　

　
至い

た
る（

清
万
）

萩は
ぎ

原わ
ら　

正ま
さ

康や
す（

馬
瀬
口
）

古ふ
る

越こ
し　

久ひ
さ

男お

（
馬
瀬
口
）

御
代
田
町
農
業
委
員
会
委
員（
敬
称
略
）

人
事
案
件

元
町
議
会
議
員

高
齢
者
叙
勲  

旭き
ょ
く

日じ
つ

単た
ん

光こ
う

章し
ょ
う

　
　
　
　
　
　

  

地
方
自
治
功
労五味議長　　　　荻原達久氏　

　
　
　
任
期
は

　
　
　
　
令
和
5
年
7
月
20
日
か
ら

　
　
　
　
令
和
8
年
7
月
19
日
ま
で
の
３
年
間

　
現
状
、
御
代
田
町
の
副
町
長
は

１
人
体
制
と
な
っ
て
い
る
。

　
御
代
田
町
の
副
町
長
が
１
人
体

制
と
な
り
２
カ
月
が
過
ぎ
る
が
、

町
政
運
営
に
変
化
は
感
じ
ら
れ
な

い
。
１
人
体
制
に
な
り
指
揮
命
令

系
統
が
簡
潔
と
な
っ
た
こ
と
で
ス

ム
ー
ズ
な
行
政
運
営
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
の
声
も
聞
く
。 　

　
歴
代
町
長
は
副
町
長
１
人
体
制

で
町
政
運
営
を
し
て
お
り
、
現
状

を
鑑
み
て
も
、
１
人
体
制
の
ま
ま

で
よ
い
と
考
え
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
副
町
長
の

定
数
を
現
状
と
合
わ
せ
た
１
人
と

す
る
よ
う
本
議
案
を
提
出
す
る
。

第３回
臨時会

（４月20日開催）

６月定例会　
開会日

（６月２日）

６月定例会　
閉会日

（６月12日）

 動画
  配信中！「みよた動画」で議会の動画配信をしています。

YouTube 2 次元コード

御代田町議会
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賛
　
　
成

反
　
　
対

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
議
決
結
果

山
本
今
朝
和

尾
関
　
充
紗

内
堀
　
綾
子

森
泉
　
謙
夫

黒
岩
　
　
旭

赤
田
　
憲
子

中
山
　
温
夫

山
浦
　
久
人

内
堀
喜
代
志

茂
木
　
重
幸

池
田
　
る
み

小
井
土
哲
雄

荻
原
　
謙
一

五
味
　
髙
明

副町長の選任について 5 8 × × × ○ × × × × ○ × ○ ○ ○ − 不同意

＊○…賛成、×…反対　　議長は採決に加わらないので、「−」で表示します。　（議長　14番　五味　髙明）　　

議案など

議員名簿

令和5年令和5年
第3回臨時会開催第3回臨時会開催

4月20日 副町長の選任に副町長の選任に
不同意不同意

賛否の分かれた議案
【町長提出】

【町長提出】

専決処分 御代田町町税条例の一部を改正する条例 承認

専決処分 御代田町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 承認

専決処分 令和４年度御代田町一般会計補正予算（第10号） 承認

専決処分 令和４年度御代田町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第４号） 承認

専決処分 令和４年度御代田町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第５号） 承認

専決処分 令和４年度御代田町公共下水道事業特別会計補正予算（第５号） 承認

副町長の選任について
の経過

　御代田町副町長の定数を定める条例では、「副町長の定数を２人と
する」となっている。
　令和５年第２回臨時会では議案上程に至らず、本臨時会にて２人目
の副町長を選任する議案が上程された。

全会一致の議案など

12臨時会　令和5年7月25日発行　みよた議会だより　No.132



副
町
長
選
任
に
つ
い
て

赤
田 

憲
子　
議
員

熟
考
し
た
上
で
の
判
断
を

期
待
す
る 

　
町
長
が
内
堀
副
町
長
続
投
を
希
望
し
、

そ
の
人
事
が
白
紙
に
戻
っ
た
状
態
か
ら
、

次
の
候
補
を
絞
り
、
新
た
な
方
向
性
を

決
め
た
に
し
て
は
、
時
間
が
短
す
ぎ
る
。

こ
の
よ
う
な
性
急
な
人
事
案
件
は
受
け

入
れ
ら
れ
な
い
。
熟
考
し
た
上
で
の
判

断
を
期
待
す
る
。

内
堀 

綾
子　
議
員

説
明
責
任
を
果
た
し
て

か
ら 

　
選
任
さ
れ
た
方
、
云
々
と
い
う
よ
り

も
、
町
長
が
意
思
決
定
と
判
断
能
力
に

つ
い
て
、
町
民
の
皆
様
の
不
安
を
払
拭

し
、
説
明
責
任
を
果
た
し
て
か
ら
取
り

組
む
べ
き
で
あ
る
。
副
町
長
選
任
に
つ

い
て
も
何
を
決
定
さ
れ
て
も
疑
念
と
不

安
が
残
る
ば
か
り
で
あ
る
。

森
泉 

謙
夫　
議
員

行
政
に
詳
し
い
副
町
長
が

必
要  

　
全
体
的
な
町
の
現
状
を
考
え
て
も
行

政
に
詳
し
い
副
町
長
が
必
要
で
あ
る
。

選
任
予
定
者
は
建
設
課
長
、
町
民
課
長
、

総
務
課
長
を
歴
任
さ
れ
、
人
柄
も
好
感

的
で
あ
る
と
伺
っ
て
い
る
。
ご
自
身
の

行
政
経
験
を
も
と
に
職
員
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
大
い
に
力
を
発
揮

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

尾
関 

充
紗　
議
員

人
事
案
件
は
全
会
一
致
で

通
す
努
力
を 

　

急
ぎ
副
町
長
を
補
充
す
る
こ
と
よ

り
も
、
人
事
案
件
は
全
会
一
致
で
通

る
こ
と
の
ほ
う
が
重
要
度
は
高
い
と

考
え
る
。
議
員
が
全
会
一
致
で
賛
成

で
き
る
よ
う
、
時
間
を
か
け
、
丁
寧

な
議
案
上
程
、
説
明
を
す
る
努
力
を

望
む
。

山
本 

今
朝
和　
議
員

当
町
に
副
町
長
の

２
人
体
制
は
必
要
か 

　

当
町
に
は
本
当
に
副
町
長
の
２
人

体
制
が
必
要
な
の
か
。
内
堀
豊
彦
前

副
町
長
が
辞
意
を
表
明
さ
れ
た
こ
と

は
、
両
澤
副
町
長
1
人
で
も
十
分
、

町
政
運
営
は
で
き
る
と
い
う
思
い
が

あ
っ
た
の
で
は
と
推
察
し
た
。
１
人
体

制
で
の
町
政
運
営
を
し
て
頂
き
た
い
。

反
対
討
論

賛
成
討
論

※掲載順は討論順です。

「定例会」って？「臨時会」って？

「定例会」って？「臨時会」って？

　議会には、定期的に開催される「定例会」と、緊急性がある特定の事件を審議する「臨時会」
があります。

　定例会や臨時会では、原則として、その期間中に本会議や委員会を開いて、町政の方針や予
算など、町民生活に関する重要な事項の審議などをおこないます。

　定例会は通常、3月、6月、9月、12月の年4回開催されます。
　一方、臨時会は必要があれば回数に制限なく開くことができますが、特定の事件に限り、そ
の事件を審議するために招集される議会です。
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　池
い け

田
だ

　るみ ◎可燃ごみの減量と資源化について
◎自転車の安全利用について
○電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援地方交付金の活用について

　中
な か

山
や ま

　温
あ つ

夫
お

◎御代田町の防災、災害対策について

　黒
く ろ

岩
い わ

　旭
あきら ◎消防団組織の運営について

◎気象観測装置（POTEKA）の運用について

　山
や ま

浦
う ら

　久
ひ さ

人
と ◎御代田写真美術館の事業展開について

◎エコールみよた20周年記念事業について
◎新型コロナウイルス感染症の5類移行について

　尾
お

関
ぜ き

　充
み

紗
さ

◎一貫性のあるまちづくりについて

　山
や ま

本
も と

　今
け

朝
さ

和
か ず

　 ◎町長の選挙公約について
◎避難道路について
◎御代田町農業振興事業の補助について

　赤
あ か

田
た

　憲
の り

子
こ

◎両澤副町長の職務実績について

　内
う ち

堀
ぼ り

　綾
あ や

子
こ ◎心身不調で1ヶ月療休した町長、復帰後の現状について  

◎旧役場跡地周辺の土地活用について
◎町長公約50の施策の割り振りと職員について

　荻
お ぎ

原
は ら

　謙
け ん

一
い ち

◎小園町政2期目の町づくりについて

　内
う ち

堀
ぼ り

　喜
き

代
よ

志
し

　 ◎町長の1期目の実績と2期目の公約について

　森
も り

泉
いずみ

　謙
し ず

夫
お

　 ◎防犯灯について
◎保育所の現状と今後について
◎小園町長50の政策と「見える行政」について

一般質問Q＆A
　一般質問とは、議員が町の執行状況や将来に対する考え方などの報告や説明を町に求め、
適切な町政運営を進めているか議員がチェックするものです。
　この議会だよりでは、◎の項目を議員本人が要約執筆したものを掲載しています。

11人の議員が質問しました

6月定例会

P15

P16

P17

P18

P19

P20

P22

P21

P23

P24

P25
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問
可
燃
ご
み
は
増
加

傾
向
に
あ
る
が
、

令
和
4
年
度
の
排
出
量
は
。

答
町
民
課
長
　
約
1

千
808
ト
ン
で
あ
る
。

問
町
民
建
設
経
済
常

任
委
員
会
で
は
、

可
燃
ご
み
の
減
量
化
に
つ

い
て
所
管
事
務
調
査
を
行

い
雑
が
み
の
分
別
方
法
を

提
示
の
で
き
る
分
別
表
の

作
成
や
分
別
啓
発
袋
の
定

期
的
配
布
を
提
言
し
た
。

そ
の
後
町
は
、
分
別
表
と

啓
発
袋
を
配
布
し
た
が
効

果
は
。

答
町
民
課
長
　
令
和 

4
年
2
月
10
日
の

文
書
配
布
に
合
わ
せ
て
配

布
を
し
た
。

　
雑
が
み
の
排
出
量
は
、

令
和
4
年
度
は
3
年
度
よ

り
約
9
ト
ン
増
加
し
て
お

り
、
約
1
・
25
倍
と
な
っ

て
い
る
。

問
雑
が
み
を
出
し
や

す
く
す
る
よ
う
に

提
言
し
た
が
検
討
は
。

答
町
民
課
長
　
雑
が

み
に
限
ら
ず
資
源

物
の
回
収
は
収
集
体
制
の

変
更
が
必
要
不
可
欠
で
、

近
隣
市
町
村
や
類
似
自
治

体
を
参
考
に
町
の
実
情
に

合
わ
さ
た
収
集
方
法
を
考

え
て
い
き
た
い
と
思
う
。

問
軽
井
沢
町
で
は
民

間
で
、
町
の
ご
み

袋
で
出
さ
れ
て
い
る
落
ち

葉
を
引
き
取
り
腐
葉
土
に

し
て
販
売
を
し
て
い
る
企

業
が
あ
り
、
話
を
伺
っ
て

き
た
。

　
落
ち
葉
を
腐
葉
土
な
ど

に
資
源
化
す
る
こ
と
の
検

討
は
。

答
町
民
課
長
　
可
燃

ご
み
の
減
量
化
に

向
け
、
資
源
化
で
き
る
も

の
は
資
源
化
へ
と
前
向
き

に
考
え
て
い
き
た
い
と
思

う
。問

町
長
の
公
約
の
一

つ
の
高
齢
者
の
ご

み
出
し
支
援
策
の
検
討
は

進
ん
で
い
る
の
か
。

答
町
長
　
関
係
課
や

外
部
の
機
関
、
地

域
の
声
な
ど
多
方
面
と
協

議
、連
携
し
、柔
軟
な
ル
ー

ル
で
高
齢
者
が
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
本
年
4
月
、
自
転

車
事
故
か
ら
利
用

者
の
安
全
を
守
る
た
め
全

年
齢
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

が
努
力
義
務
と
な
っ
た
が
、

周
知
や
啓
発
活
動
は
行
わ

れ
て
い
る
の
か
。

答
総
務
課
長
　
交
通

安
全
協
会
の
発
行

物
を
回
覧
す
る
広
報
を
し

た
が
、
積
極
的
な
広
報
が

で
き
て
い
な
い
。
早
期
の

う
ち
に
広
報
や
ま
ゆ
り
の

掲
載
な
ど
、
よ
り
啓
発
に

努
め
て
い
く
。

落ち葉資源化への検討は
前向きに考えたい

YouTube
2次元コード

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
購
入
費
補
助
の
考
え
は

全
国
的
な
着
用
率
な
ど
踏
ま
え
検
討

啓発袋の配布で
雑がみの排出量増となった

池
いけ

田
だ

　るみ議員

問
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

の
促
進
へ
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
購
入
費
用
の
補

助
の
考
え
は
。

答
総
務
課
長
　
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
の
重

要
性
を
再
確
認
し
た
。
近

隣
の
状
況
や
全
国
的
な
着

用
率
な
ど
踏
ま
え
て
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
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問
本
年
度
の
防
災
訓

練
は
。

答
総
務
課
長
　
職
員

間
や
災
害
協
定
先

と
の
個
別
の
手
順
を
重
視

し
て
お
こ
な
い
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問
防
災
啓
発
や
防
災

訓
練
の
事
業
展
開

は
。答

総
務
課
長
　
広
報

や
総
合
防
災
訓
練

な
ど
で
一
般
的
に
実
施
す

る
ほ
か
、
地
域
の
防
災
訓

練
や
勉
強
会
な
ど
の
取
組

を
最
大
限
支
援
し
て
い
き

た
い
と
思
う
。

問
町
内
の
高
齢
者
施

設
が
、
指
定
福
祉

避
難
所
に
な
っ
て
い
な
い

の
は
な
ぜ
か
。

答
総
務
課
長
　
施
設

側
の
体
制
と
し
て

受
入
れ
可
能
で
あ
る
か
な

ど
、
留
意
す
る
点
が
あ
る

と
考
え
る
。
福
祉
避
難
所

と
し
て
指
定
す
る
の
が
よ

い
の
か
、
災
害
協
定
が
よ

い
の
か
を
含
め
、
働
き
か

け
を
し
て
い
け
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

問
自
宅
か
ら
直
接
、

福
祉
避
難
所
へ
避

難
す
る
こ
と
の
検
討
を
始

め
て
い
る
市
町
村
も
あ
る

が
、
町
の
考
え
は
。

答
総
務
課
長
　
個
別

避
難
計
画
策
定
時

や
訓
練
な
ど
を
通
し
て
、

仕
組
み
・
体
制
づ
く
り
に

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

る
。

中
なか

山
やま

　温
あつ

夫
お

議員

問
高
齢
者
や
障
害
者

な
ど
、
要
配
慮
者

の
個
別
避
難
計
画
全
体
の

進
捗
は
。

答
保
健
福
祉
課
長

土
砂
災
害
警
戒
区

域
な
ど
で
、
危
険
度
が
高

い
区
の
要
支
援
者
の
う
ち
、

優
先
度
が
高
い
方
々
の
個

別
訪
問
を
実
施
し
、
同
意

を
得
ら
れ
た
６
名
の
方
に

つ
い
て
、
令
和
３
年
に
個

別
避
難
計
画
を
作
成
し
た
。

　
現
在
、
避
難
行
動
要
支

援
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
人
数
は
、
全
町
で
１

千
211
名
お
り
、
危
険
度
の

高
い
地
区
を
精
査
し
、
避

難
計
画
作
成
の
対
象
範
囲

の
拡
大
を
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
こ
の
計
画
は
、
住

民
に
も
協
力
し
て

も
ら
う
必
要
が
あ
る
。
高

齢
者
人
口
の
増
加
や
核
家

族
化
の
進
行
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
、
人
間
関
係
や
社

会
関
係
が
希
薄
な
今
だ
か

ら
こ
そ
、
実
行
し
て
い
く

べ
き
と
考
え
る
が
、
町
の

考
え
は
。

答
保
健
福
祉
課
長

効
果
的
な
計
画
と

し
て
い
く
た
め
に
も
、
地

区
、
民
生
委
員
な
ど
に
理

解
を
頂
き
、
個
別
避
難
計

画
に
反
映
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
に
な
る
と
考
え
て

い
る
。

　
ま
た
、
支
援
を
必
要
と

す
る
方
を
支
え
合
う
、
助

け
合
う
意
識
を
高
め
て
い

く
こ
と
も
必
要
と
考
え
て

い
る
。

　
避
難
の
実
効
性
を
高
め

る
た
め
に
も
、
地
域
の
助

け
合
い
の
意
識
づ
け
も
図

れ
る
よ
う
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

YouTube
2次元コード

「個別避難計画」全体の進捗は
対象範囲拡大を検討していきたい

災害時にもお互いに
助け合える地区に

地域ぐるみで助け合う
塩野区の自主防災訓練
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問
消
防
団
員
個
人
に

支
払
う
事
務
処
理

の
透
明
性
は
。

答
消
防
課
長
　
昨
年

度
ま
で
は
事
務
局

に
て
算
出
し
、
財
務
会
計

シ
ス
テ
ム
で
支
出
命
令
票

の
作
成
及
び
支
払
い
と

な
っ
て
い
た
。

　
本
年
７
月
か
ら
消
防
団

業
務
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を

予
定
し
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
団
員
個
人
及
び
分

団
長
が
出
動
履
歴
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
、
支
払

わ
れ
た
報
酬
と
の
照
合
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
、

透
明
性
は
確
保
さ
れ
る
と

考
え
て
い
る
。

問
消
防
団
員
確
保
に

向
け
た
待
遇
改
善

と
し
て
、
団
員
の
訓
練
、

災
害
時
の
出
動
報
酬
の
改

善
は
。

答
消
防
課
長
　
今
年

度
の
で
き
る
だ
け

早
い
時
期
に
素
地
が
で
き

る
よ
う
、
条
例
改
正
を
含

め
た
準
備
を
進
め
て
い
る
。

問
令
和
５
年
４
月
１

日
時
点
で
235
名
と

い
う
こ
と
だ
が
、
本
年
度

の
団
員
増
に
向
け
た
取
り

組
み
は
。

答
消
防
課
長
　
団
員

が
対
面
に
よ
る
勧

誘
を
し
や
す
く
す
る
た
め

の
チ
ラ
シ
や
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
な
ど
の
作
成
、
町
や
各

種
団
体
の
主
催
イ
ベ
ン
ト

に
お
い
て
幹
部
や
ラ
ッ
パ

隊
に
よ
る
勧
誘
活
動
、
ま

た
消
防
団
活
動
を
よ
く

知
っ
て
い
る
O
B
の
皆
さ

ん
や
入
団
適
齢
の
住
民
の

状
況
を
知
っ
て
い
る
区
長

の
皆
さ
ん
へ
の
協
力
依
頼

な
ど
を
お
こ
な
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
気
象
観
測
装
置
が

３
カ
所
設
置
さ
れ

て
い
る
が
、
導
入
し
た
目

的
は
。

答
総
務
課
長
　
災
害

想
定
や
訓
練
、
避

難
指
示
の
判
断
な
ど
に
役

立
て
る
た
め
で
あ
る
。

問
日
々
蓄
積
さ
れ
る

気
象
観
測
デ
ー
タ

を
誰
が
ど
の
よ
う
に
管
理
、

保
管
し
、
今
後
ど
の
よ
う

に
活
用
し
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
る
の
か
。

答
総
務
課
長
　
総
務

課
情
報
係
で
、
こ

の
シ
ス
テ
ム
か
ら
１
日
ご

と
、
１
時
間
ご
と
の
観
測

デ
ー
タ
を
1
カ
月
ご
と
に

消防団員出動報酬の改善は
条例改正を含め準備を進めている

YouTube
2次元コード

気
象
観
測
装
置
を
統
一
す
る
考
え
は

同
一
シ
ス
テ
ム
で
の
更
新
を
検
討

黒
くろ

岩
いわ

　　旭
あきら

議員

ま
と
め
、
役
場
内
の
共
有

サ
ー
バ
ー
で
保
管
し
て
い

る
。

　
ま
と
め
た
デ
ー
タ
に
つ

い
て
は
、
月
１
度
程
度
の

更
新
を
し
な
が
ら
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
開
し

て
い
く
こ
と
も
進
め
て
い

け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

問
気
象
観
測
装
置
を

P
O
T
E
K
A
に

統
一
す
る
考
え
は
。

答
総
務
課
長
　
役
場

設
置
の
観
測
装
置

に
つ
い
て
は
、
更
新
時
期

を
見
極
め
な
が
ら
同
一
シ

ス
テ
ム
で
の
更
新
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

御代田町消防ポンプ操法大会４年ぶりに開催

防災体制の整備
気象観測装置POTEKA
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問
M
M
o
P(
モ
ッ

プ)

の
現
状
と
今

後
の
展
開
は
。

答
企
画
財
政
課
長 

現
在
、
飲
食
店
や

雑
貨
店
な
ど
７
店
舗
が
お

店
を
運
営
さ
れ
て
お
り
、

定
期
的
に
イ
ベ
ン
ト
な
ど

も
開
催
し
て
い
る
。

 

ハ
ー
ド
面
で
は
会
場
内

を
周
遊
で
き
る
よ
う
ラ
ン

ド
ス
ケ
ー
プ
を
整
備
し
た

り
、
駐
車
場
付
近
に
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
棟
を
設

置
す
る
計
画
が
た
て
ら
れ

て
い
る
。

問
浅
間
国
際
フ
ォ
ト

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
今
年
度
の
内
容
は
。

答
企
画
財
政
課
長 

今
年
は
７
月
15
日

か
ら
９
月
３
日
ま
で
開
催

す
る
。
例
年
同
様
、
国
内

外
で
活
躍
す
る
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
写
真
を
屋
内
外
で

展
示
す
る
と
と
も
に
撮
影

会
や
作
家
の
ト
ー
ク
シ
ョ

ー
な
ど
、
毎
週
末
に
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
す
る
予
定
で

あ
る
。 山

やま

浦
うら

　久
ひさ

人
と

議員

問
エ
コ
ー
ル
み
よ
た

20
周
年
の
記
念
事

業
の
予
定
は
。

答
教
育
次
長
　
４
月

に
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
た
。

　
公
民
館
で
は
、
エ
コ
ー

ル
み
よ
た
写
真
教
室
、
子

ど
も
文
化
祭
を
予
定
し
て

い
る
。
大
人
向
け
の
事
業

と
し
て
９
月
に
加か

耒く

徹と
お
るさ

ん
の
バ
リ
ト
ン
コ
ン
サ
ー

ト
を
予
定
し
て
い
る
。

　
博
物
館
で
は
企
画
展
を

開
催
す
る
。

　
図
書
館
と
連
携
し
考
古

学
の
本
に
関
す
る
イ
ベ
ン

ト
を
計
画
し
て
い
る
。

　
開
館
20
周
年
記
念
と
し

て
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
全

戸
配
布
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
新
た
な
利
用
者
の
拡
大

を
目
指
し
て
い
く
。

問
コ
ロ
ナ
感
染
が
疑

わ
れ
た
時
、
ま
ず

最
初
に
行
う
こ
と
は
。

答
保
健
福
祉
課
長

ま
ず
、
症
状
、
常

備
薬
を
チ
ェ
ッ
ク
、
キ
ッ

ト
で
チ
ェ
ッ
ク
、
陽
性

だ
っ
た
場
合
は
、
軽
い
場

合
は
自
宅
療
養
、
重
症
化

リ
ス
ク
の
高
い
方
は
、
医

療
機
関
に
連
絡
す
る
。

YouTube
2次元コード

エ
コ
ー
ル
20
周
年
記
念
事
業
は

新
た
な
利
用
者
の
拡
大
を
目
指
す

ワ
ク
チ
ン
接
種
無
料
化
は

今
年
度
も
自
己
負
担
な
し

フォトフェス今年の内容は
7月15日から９月3日まで開催

問
定
点
把
握
と
は
。

答
保
健
福
祉
課
長

全
国
５
千
カ
所
の

定
点
医
療
機
関
か
ら
の
報

告
に
基
づ
き
、
１
週
間
ご

と
に
患
者
数
を
公
表
す
る

事
に
変
更
さ
れ
た
。

問
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

無
料
化
は
い
つ
ま

で
続
く
の
か
。

答
保
健
福
祉
課
長

今
年
度
も
同
様
に

自
己
負
担
無
し
に
受
け
る

こ
と
が
出
来
る
。

問
旅
行
支
援
で
の
接

種
証
明
、
陰
性
証

明
の
提
示
は
。

答
保
健
福
祉
課
長

接
種
歴
・
陰
性
証

明
は
不
要
に
な
る
と
の
発

表
が
あ
っ
た
。

　

年間を通じて20周年記念事業がおこなわれる

フォトフェスティバルは
45日間開催
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問
第
３
次
長
期
振
興

計
画
か
ら
掲
げ
て

い
る
２
万
人
公
園
都
市
構

想
達
成
へ
の
道
筋
は
。

答
町
長
　
ど
う
に
か

し
て
２
万
人
を
目

指
す
な
ら
ば
、
ア
パ
ー
ト

を
多
数
建
て
、
居
住
希
望

者
が
移
り
住
め
る
状
態
を

つ
く
り
さ
え
す
れ
ば
、
２

万
人
の
達
成
は
困
難
で
は

な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で

は
ま
ち
づ
く
り
と
は
言

え
な
い
と
も
思
う
。
ご
自

分
で
家
を
建
て
て
長
く
住

ん
で
い
た
だ
け
る
方
が
増

え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

は
な
い
か
と
思
う
。

　

い
つ
２
万
人
を
達
成
す

る
と
い
う
よ
う
な
具
体
的

な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
感
を
持

っ
た
目
標
で
は
な
く
、
実

態
よ
り
も
高
い
目
標
を
あ

え
て
掲
げ
て
置
い
て
あ
る

と
い
う
位
置
づ
け
と
思
っ

て
い
る
。

問
住
宅
地
の
野
立
て

太
陽
光
発
電
施
設

や
ア
パ
ー
ト
の
急
増
を
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
町
長
　
太
陽
光
発

電
設
備
の
設
置
に

関
し
て
は
、
御
代
田
町
太

陽
光
発
電
事
業
の
適
正
な

実
施
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
令
和
２
年
４
月
に

策
定
し
、
そ
の
６
月
か
ら

運
用
を
開
始
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
は
対
応
が
難
し
い
案

件
も
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、

よ
り
厳
格
に
指
導
で
き
る

よ
う
に
、
太
陽
光
発
電
設

備
の
適
正
な
設
置
及
び
維

持
管
理
を
目
的
と
し
た
条

例
の
策
定
を
今
後
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
次
に
、
共
同
住
宅
の
需

要
は
今
後
も
見
込
ま
れ
る
。

定
住
、
移
住
の
観
点
か
ら

見
れ
ば
、
戸
建
て
の
賃
貸

住
宅
の
需
要
も
あ
り
、
同

じ
賃
貸
住
宅
で
も
、
こ
う

し
た
戸
建
て
が
今
後
増
え

て
い
っ
て
ほ
し
い
と
、
町

と
し
て
は
考
え
て
い
る
。

　
住
宅
建
築
な
ど
の
開
発

に
お
い
て
、
住
環
境
や
景

観
を
守
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
町
独
自

の
景
観
条
例
の
策
定
に
向

け
て
検
討
し
て
い
く
。

問
そ
れ
ぞ
れ
の
条
例

の
策
定
時
期
は
。

答
町
長
　
専
門
家
の

知
見
を
い
た
だ
い

た
り
、
町
民
の
意
見
を

し
っ
か
り
と
取
り
入
れ
る

機
会
も
必
要
と
思
う
。
総

合
的
に
勘
案
す
る
と
、
す

ぐ
と
い
う
わ
け
に
い
か
な

い
。
た
だ
、
い
た
ず
ら
に

アパートの急増をどう考えるか
景観条例の策定に向けて検討

YouTube
2次元コード

尾
お

関
ぜき

　充
み

紗
さ

議員

地面に直接立てる「野立て」
太陽光発電施設

町が景観計画を定めるには県との協議が必要

先
延
ば
し
し
よ
う
と
い
う

こ
と
は
な
い
。

　
移
住
者
の
人
気
を
集
め

て
い
る
こ
の
町
だ
か
ら
こ

そ
、
や
は
り
景
観
に
配
慮

し
て
い
る
と
い
う
、
こ
れ

自
体
が
町
の
ス
テ
ー
ジ
を

よ
り
上
げ
る
も
の
だ
と

思
っ
て
い
る
。
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問
か
ん
水
施
設
は
長

い
年
月
、
安
定
生

産
と
品
質
の
維
持
に
貢
献

し
て
き
た
。
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
を
維
持
可
能
に

す
る
た
め
の
考
え
は
。

答
産
業
経
済
課
長

職
員
間
や
災
害
協

定
先
と
地
域
の
農
業
を
維

持
、
発
展
し
て
い
く
た
め

の
地
域
計
画
を
策
定
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
将
来
に
向
け
た
地
域
計

画
を
策
定
し
、
実
行
し
て

い
く
こ
と
が
地
域
農
業
の

将
来
を
築
く
上
で
重
要
な

こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　
給
付
金
事
業
は
、
本
年

度
は
農
業
者
の
ほ
か
に
、

か
ん
水
組
合
に
対
し
て
も

実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

を
今
後
も
持
続
可
能
な
産

業
と
し
て
い
く
た
め
、
支

援
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。 山

やま

本
もと

今
け

朝
さ

和
かず

議員

問
ふ
る
さ
と
納
税
が

増
加
し
、
基
金
を

積
み
上
げ
成
果
を
上
げ
た
。

財
産
基
盤
は
ど
の
よ
う
に

変
化
し
た
か
。

答
町
長
　
平
成
30
年

度
末
の
基
金
残
高

は
、
令
和
4
年
度
末
に
は

10
億
1
千
951
万
円
増
額
し

た
。

　
新
た
に
設
置
し
た
基
金

は
社
会
資
本
整
備
基
金
、

町
立
小
学
校
建
設
基
金
、

学
校
給
食
運
営
基
金
で
あ

る
。

　

町
の
借
金
残
高
は
、

64
億
2
千
336
万
円
と
な
っ

て
い
た
が
、
令
和
4
年
度

末
に
は
51
億
641
万
円
と

13
億
1
千
695
万
円
の
減
額

と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
借
金
残
高
は
減

少
し
て
い
く
見
込
み
で
あ

る
。問

町
長
公
約
５
項
目

の
優
先
順
位
は
。

答
町
長
　
国
庫
補
助

事
業
で
あ
る
都
市

計
画
道
路
東
原
西
軽
井
沢

線
の
整
備
が
最
優
先
で
、

２
番
目
は
七
口
線
及
び
谷

地
沢
大
塚
線
の
通
学
路
に

お
け
る
道
路
改
良
事
業
、

３
番
目
は
町
単
独
3
億
円

の
道
路
改
良
修
繕
事
業
、

４
番
目
は
国
道
・
県
道
未

整
備
の
働
き
か
け
の
強
化
、

５
番
目
は
歩
道
と
グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
の
設
置
を
挙
げ

て
い
く
。

YouTube
2次元コード

農業を持続可能にする考えは
地域計画の策定実行が重要である

町
長
公
約
５
項
目
の
優
先
順
位
は

東
原
西
軽
井
沢
線
の
整
備
が
最
優
先

レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
の
避
難
道
路
は

生
活
道
路
改
良
は
避
難
道
路
に
つ
な
が
る

計画的、安定的な野菜生産にはかん水施設が必要

避難道路として有効な川原田寺沢線

問
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン

は
避
難
道
路
が
早
急
に

必
要
と
思
う
が
、
町
と

し
て
の
考
え
は
。

答
建
設
水
道
課
長

塩
野
地
区
の
川
原

田
寺
沢
線
や
、
各
地
区
の

生
活
道
路
の
改
良
は
、
幹

線
道
路
を
結
び
避
難
道
路

と
し
て
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
に
つ
な
が
る
道
路
事

業
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
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問
ふ
る
さ
と
納
税
の

増
減
額
及
び
取
り

組
み
は
。

答
副
町
長
　
登
録
事

業
者
は
現
在
46
者

で
あ
る
。
基
本
的
に
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
返
礼

品
提
供
事
業
者
を
募
集
し

て
い
る
が
、
魅
力
的
な
返

礼
品
が
あ
り
そ
う
な
事
業

者
に
つ
い
て
は
担
当
課
と

情
報
共
有
し
、
事
業
者
に

依
頼
し
て
登
録
に
進
む
よ

う
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
町
内
の
商
工
会
加
盟
店

全
て
に
返
礼
品
提
供
事
業

者
募
集
の
冊
子
を
同
封
し

協
力
を
お
願
い
し
た
。
返

礼
品
に
つ
い
て
は
可
能
な

限
り
多
種
多
様
な
物
品
を

取
り
揃
え
る
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
て
い
る
。

　
事
業
者
を
増
や
す
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
と
も
に
、

す
で
に
ご
協
力
い
た
だ
い

て
い
る
事
業
者
の
返
礼
品

の
種
類
を
増
や
す
こ
と
も

重
要
で
あ
る
。

　
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
は
昨
年

度
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
Ｐ
Ｒ
事

業
に
関
す
る
提
案
を
募
集

し
審
査
す
る
公
募
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
事

業
者
を
選
定
し
た
。

　
内
容
と
し
て
は
ふ
る
さ

と
納
税
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

１
万
２
千
部
制
作
、
紙
、

ウ
ェ
ブ
媒
体
で
の
広
告
、

L
I
N
E
ア
カ
ウ
ン
ト
の

運
用
な
ど
で
あ
る
。

　
結
果
と
し
て
令
和
４
年

度
の
ふ
る
さ
と
納
税
は

１
万
１
千
602
件
で
５
億
３

千
459
万
円
で
あ
っ
た
。
令

和
３
年
度
か
ら
４
千
687
万

円
増
加
し
て
お
り
、
金
額

ベ
ー
ス
の
対
前
年
比
で
は

約
110
％
と
な
っ
て
い
る
。

問
職
員
採
用
の
取
り

組
み
が
本
年
度
の

採
用
に
も
た
ら
し
た
結
果

は
。答

副
町
長
　
令
和
5

年
4
月
採
用
の
職

員
採
用
試
験
の
実
施
状
況

は
応
募
者
39
名
、
受
験
者

30
名
、
合
格
者
12
名
と

な
っ
た
。
こ
の
う
ち
社
会

人
対
象
の
試
験
は
応
募
者

21
名
、
受
験
者
17
名
、
合

格
者
9
名
で
あ
っ
た
。
専

門
職
追
加
試
験
の
結
果
と

合
わ
せ
、
令
和
5
年
4
月

ふるさと納税の増減は
対前年比では約110%

YouTube
2次元コード

赤
あか

田
た

　憲
のり

子
こ

議員

1
日
付
で
13
名
の
職
員
を

新
規
採
用
職
員
と
し
て
迎

え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
令
和
4
年
度
に
14
名
の

中
途
退
職
者
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
令
和
5
年
4
月

1
日
現
在
の
職
員
数
は
146

名
、
実
施
計
画
の
職
員
数

152
名
に
対
し
不
足
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

　
職
員
確
保
は
喫
緊
の
課

題
で
あ
り
、
今
後
も
一
層

強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

県内外のイベントでふるさと納税PR!

令和６年度用の新たなチラシも制作した
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問
旧
役
場
跡
地
・
隣

接
町
有
地
ほ
か
、

既
に
売
却
打
診
を
し
て
い

る
の
で
は
と
の
疑
念
を
い

だ
く
点
が
あ
る
。
町
の
方

針
は
。

答
企
画
財
政
課
長

面
積
約
1
万
2
千

㎡
で
あ
る
旧
役
場
跡
地
を

一
帯
と
し
て
民
間
事
業
者

に
売
却
を
計
画
し
て
い
る
。

問
売
却
の
打
診
は
何

社
あ
っ
た
か
。

答
企
画
財
政
課
長

令
和
3
年
度
に
な

っ
て
か
ら
打
診
は
、
5
社

あ
っ
た
。

問
旧
役
場
跡
地
周
辺

の
売
却
に
つ
い
て
、

２
０
2
１
年
、
町
に
は
あ

る
書
類
が
届
い
て
い
る
。

現
在
の
町
有
地
賃
貸
契
約

内
うち

堀
ぼり

　綾
あや

子
こ

議員

　
町
長
は
、
こ
の
会
社
の

方
や
一
般
社
団
法
人
の
役

員
と
同
席
し
て
い
る
か
。

答
町
長
　
旧
役
場
庁

舎
跡
地
の
後
背
地

の
開
発
を
し
た
い
と
い
う

話
が
、
私
に
直
接
あ
っ
た
。

当
該
開
発
地
を
見
学
す
る

な
ど
の
交
流
が
あ
っ
た
。

顔
を
合
わ
せ
る
場
所
を
設

定
し
た
。

問
町
長
公
約
の
50
の

施
策
の
各
課
へ
の

割
り
振
り
は
。

答
総
務
課
長
　
課
に

ま
た
が
る
案
件
が

4
件
ほ
ど
で
、
そ
れ
を
除

く
と
平
均
6
件
弱
ほ
ど
に

な
る
。
多
い
部
署
は
教
育

委
員
会
の
10
件
、
建
設
水

道
課
の
8
件
、
企
画
財
政

課
、
町
民
課
の
7
件
と

な
っ
て
い
る
。

問
今
年
度
に
入
っ
て

新
た
な
療
養
休
暇

の
方
、
退
職
し
た
方
も
い

る
。

　
公
約
を
振
り
分
け
た
各

課
の
負
担
を
、
町
長
は
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答
町
長
　

9
項
目
に

つ
い
て
は
達
成
済

み
で
、
今
期
開
始
か
ら
3

カ
月
あ
ま
り
の
時
点
で
、

18
%
を
達
成
で
き
る
と
考

え
て
い
る
。

　
職
員
、
そ
れ
ぞ
れ
に
力

を
つ
け
て
き
て
く
れ
て
い

る
。
業
務
効
率
が
大
変
よ

く
な
っ
て
き
て
い
る
と
実

感
し
て
い
る
。
職
員
の
お

か
げ
で
大
変
感
謝
し
て
い

る
。

YouTube
2次元コード

町
長
公
約
50
の
施
策
の
割
り
振
り
は

各
課
平
均
は
６
件
弱
ほ
ど
に
な
る

町
長
の
体
調
と
職
務
遂
行
に
課
題
は

全
く
影
響
は
な
い
と
考
え
て
い
る

役場跡地売却打診の疑念、方針は
一帯として民間事業者に売却計画

問
当
選
後
に
心
身
不

調
で
1
カ
月
療
養

休
暇
、
そ
の
後
3
カ
月
ほ

ど
経
過
し
た
。
現
在
、
町

長
の
体
調
と
職
務
遂
行
に

課
題
は
。

答
町
長
　
先
生
の
見

解
で
は
、
寛
解
状

態
に
あ
る
と
判
断
い
た
だ

い
て
い
る
。

　
職
務
遂
行
に
あ
た
り
、

全
く
影
響
は
な
い
と
考
え

て
い
る
。

売却予定の町有地周辺、町有地は町民の財産

町有地売却関連、調査のための補正予算

を
結
ん
で
い
る
一
般
社
団

法
人
の
ほ
か
に
、
宅
地
開

発
分
譲
な
ど
を
手
が
け
る

会
社
と
の
開
発
に
関
わ
る

合
意
や
連
携
の
文
字
が
書

か
れ
て
い
る
。
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問
町
長
公
約
の
「
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
施
設

を
B
&
G
体
育
館
、
や
ま

ゆ
り
体
育
館
に
隣
接
し
て

建
設
す
る
。」
今
後
の
取

り
組
み
は
。

答
町
長
　
現
在
、
B

&
G
体
育
館
に
隣

接
す
る
ヘ
ル
ス
パ
イ
オ
ニ

ア
セ
ン
タ
ー
の
倉
庫
に
、

縄
文
土
器
や
古
い
農
器
具

な
ど
の
文
化
財
が
多
数
保

管
さ
れ
て
い
る
状
態
に
あ

る
。
こ
の
行
き
先
を
決
め

な
い
こ
と
に
は
前
に
進
ま

な
い
こ
と
か
ら
、
順
番
と

し
て
は
、
そ
れ
ら
の
文
化

財
を
収
め
る
収
蔵
庫
を
建

設
し
、
文
化
財
を
移
す
こ

と
が
最
初
で
あ
ろ
う
と
考

え
て
い
る
。

　
そ
の
後
に
、
建
設
か
ら

時
間
が
た
っ
て
い
る
ヘ
ル

ス
パ
イ
オ
ニ
ア
セ
ン
タ
ー

を
解
体
す
る
こ
と
や
、
B

&
G
体
育
館
の
耐
用
年
数

を
見
極
め
つ
つ
、
体
育
館

も
同
時
に
建
て
替
え
る
べ

き
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
。

　
そ
し
て
、
や
ま
ゆ
り
体

育
館
隣
接
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
施
設
は
、
B
&
G
敷
地

内
に
立
つ
最
初
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
施
設
の
稼
働
状
況

を
見
極
め
た
上
で
、
や
ま

ゆ
り
体
育
館
の
隣
な
ど
の

空
い
て
い
る
ス
ペ
ー
ス
に

建
設
し
て
い
く
こ
と
に
な

ろ
う
か
と
考
え
て
い
る
。

問
令
和
５
年
度
予
算

の
新
規
事
業
は
。

答
企
画
財
政
課
長

①
立
地
適
正
化
計

画
に
基
づ
く
都
市
構
造
再

編
集
中
支
援
事
業
は
、
東

原
西
軽
井
沢
線
、
南
浦
4

号
線
な
ど
の
道
路
改
良
事

業
と
し
て
1
億
3
千
643
万

円
を
計
上
し
、
新
規
道
路

改
良
に
着
手
す
る
。

②
御
代
田
駅
や
駅
周
辺
の

整
備
検
討
業
務
は
、
652
万

円
を
計
上
し
、
御
代
田
駅

と
駅
周
辺
の
整
備
に
つ
い

て
検
討
す
る
た
め
の
準
備

に
入
る
。

トレーニング施設建設の取り組みは
収蔵庫の建設が最初である

YouTube
2次元コード

荻
おぎ

原
はら

　謙
けん

一
いち

議員

③
龍
神
の
杜
公
園
整
備
事

業
は
、
6
千
700
万
円
を
計

上
し
、
障
害
を
お
持
ち
の

方
に
も
利
用
し
や
す
い
公

園
へ
と
、
複
合
遊
具
や
園

内
の
改
修
・
整
備
を
実
施

し
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
を
さ
ら
に
進
め
る
。

④
子
育
て
支
援
事
業
は
、

就
学
前
教
育
・
保
育
施

設
整
備
補
助
金
と
し
て

8
千
391
万
円
を
計
上
し
、

令
和
6
年
4
月
に
開
設
予

定
の
認
可
保
育
所
に
対
し
、

国
の
補
助
金
と
合
わ
せ
て
、

町
か
ら
建
設
費
用
を
補
助

す
る
。

改修、整備により利用しやすくなる龍神公園

文化財を倉庫から移すことで前進する
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問
1
期
目
の
実
績
と

そ
の
自
己
評
価
は
。

答
町
長
　
公
約
に
関

し
て
は
、
感
覚
的

に
7
割
は
達
成
し
た
の
で

は
と
考
え
て
い
る
。

　
公
約
以
外
に
そ
れ
ぞ
れ

の
時
期
に
発
生
し
た
事
案

に
つ
い
て
対
応
し
た
件
も

数
多
く
あ
り
、
や
る
べ
き

こ
と
総
体
か
ら
す
る
と
8

割
程
度
は
で
き
た
と
自
負

し
て
い
る
。

　
給
食
費
無
償
化
に
つ
い

て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
経
済

政
策
と
し
て
前
倒
し
実
施

し
て
も
問
題
な
い
と
い
う

前
提
の
も
と
、
自
信
を
持

っ
て
導
入
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

　
町
単
独
の
道
路
改
良
・

修
繕
の
3
億
円
事
業
に
対

す
る
実
際
の
予
算
執
行
率

は
98
%
を
超
え
て
い
る
。

　

公
約
以
外
の
実
績
は
、

就
任
前
の
平
成
30
年
度
に

4
千
400
万
円
弱
だ
っ
た
ふ

る
さ
と
納
税
が
、
昨
年
度

は
5
億
3
千
400
万
円
と
な

っ
た
。

問
2
期
目
の
公
約
の

実
現
に
向
け
て
課

題
は
。

答
町
長
　
町
長
選
挙

で
は
、「
安
心
・

安
全
の
御
代
田
」ま
た「
住

み
や
す
さ
へ
の
挑
戦
」
と

い
う
２
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
掲
げ
て
戦
い
、
結
果
的

に
多
く
の
町
民
の
支
持
を

得
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
1
番
目
の
「
子
育
て
応

援
策
を
さ
ら
に
前
へ
」
で

は
、
町
内
の
保
育
需
要
の

内
うち

堀
ぼり

喜
き

代
よ

志
し

議員

高
ま
り
か
ら
待
機
児
童
を

出
さ
な
い
た
め
に
民
間
保

育
所
の
誘
致
を
進
め
る
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
町

内
で
小
規
模
保
育
事
業
所

を
展
開
し
て
い
る
法
人
が
、

来
年
4
月
の
開
設
に
向
け

て
準
備
を
し
て
い
る
。

　
2
番
目
の
部
活
の
地
域

化
は
、
国
と
県
の
補
助
に

加
え
て
、
町
独
自
に
補
助

を
行
う
。

　
3
番
目
の
健
康
寿
命
の

延
伸
に
注
力
で
は
、
全
世

代
・
性
別
に
対
応
し
た
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
を
B
&

G
体
育
館
、
ま
た
、
や
ま

ゆ
り
体
育
館
の
両
敷
地
内

に
建
設
す
る
。

　
4
番
目
の
防
災
力
を
高

め
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
で
は
、

東
原
西
軽
井
沢
線
は
計
画

年
度
が
今
年
度
か
ら
5
年

間
で
あ
る
が
、
こ
の
5
年

以
内
に
一
部
で
も
竣
工
で

き
る
よ
う
に
、
と
い
う
こ

と
で
事
業
を
進
め
て
い
く
。

ま
ず
は
国
庫
補
助
の
道
路

を
き
ち
ん
と
整
備
し
、
そ

れ
に
加
え
て
3
億
円
の
事

業
も
で
き
る
だ
け
や
っ
て

い
く
。

　
5
番
目
は
御
代
田
駅
の

ホ
ー
ム
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

と
北
口
を
設
置
す
る
。
北

口
と
南
口
を
自
由
通
路
で

つ
な
ぐ
な
ど
の
方
策
を
検

討
し
て
い
く
。

YouTube
2次元コード

１期目の実績と自己評価は
８割程度はできたと自負している

開園が待たれる保育所予定地

整備を待つ東原西軽井沢線
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問
政
策
名
と
担
当
を

大
き
な
表
に
し
て

役
場
内
に
掲
示
す
る
こ
と

で
、
町
民
か
ら
も
職
員
か

ら
も
政
策
が
見
や
す
く
な

り
行
政
の
見
え
る
化
に
つ

な
が
る
と
考
え
る
が
、
ど

う
か
。

答
町
長
　
道
路
工
事

を
路
線
で
分
か
り

や
す
く
す
る
な
ど
、
町
民

ホ
ー
ル
の
奥
の
方
に
大
き

く
地
図
に
し
て
貼
り
だ
す

の
も
面
白
い
と
思
う
。

　
町
民
の
た
め
に
も
な
り
、

職
員
の
励
み
に
も
な
る
と

感
じ
た
。

問
町
内
防
犯
灯
の
新

設
場
所
は
、
従
来

は
ど
の
よ
う
な
選
定
方
法

で
行
っ
て
き
た
か
。

答
総
務
課
長
　
こ
れ

ま
で
新
設
場
所
は

各
区
が
選
定
し
て
き
た
。

問
最
も
防
犯
灯
を
必

要
と
す
る
の
は
町

民
の
誰
だ
と
考
え
る
か
。

答
総
務
課
長
　
主
に

徒
歩
で
通
学
す
る

児
童
生
徒
、
特
に
部
活
動

で
帰
り
が
遅
く
な
る
中
学

生
は
、
暗
く
て
怖
い
と
感

じ
る
場
所
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

問
中
学
生
に
暗
く
て

危
険
な
場
所
な
ど

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た

上
で
区
長
と
相
談
し
て
検

討
す
れ
ば
、
防
犯
灯
の
新

設
計
画
が
よ
り
適
正
に
な

る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

答
総
務
課
長
　
区
民

の
皆
さ
ん
の
意
見

を
聞
き
、
今
後
は
教
育
委

員
会
と
の
連
携
で
意
見
聴

取
で
き
る
よ
う
進
め
て
い

き
た
い
と
思
う
。

問
年
度
内
中
途
で
、

保
育
所
待
機
児
童

が
で
る
こ
と
が
想
定
の
範

囲
に
入
っ
た
と
い
う
判
断

か
。答

町
民
課
長
　
今
後

相
談
が
増
加
し
た

場
合
、
可
能
性
は
考
え
ら

れ
る
。

問
公
約
に
あ
る
公
立

保
育
所
の
建
て
替

え
の
検
討
に
該
当
す
る
見

直
し
や
計
画
の
進
捗
は
。

答
町
民
課
長
　
施
設

面
の
見
直
し
に
必

要
な
修
繕
は
随
時
対
応
し

て
い
る
。
大
規
模
増
改
築

や
建
て
替
え
は
環
境
や
施

設
、
設
備
、
交
通
な
ど
検

討
が
必
要
と
感
じ
て
い
る
。

　
保
育
士
不
足
に
つ
い
て

は
、
令
和
5
年
度
は
随
時

募
集
を
行
い
保
育
士
3
名

の
採
用
を
決
め
て
い
る
。

問
保
育
所
、
朝
の
受

け
入
れ
時
間
を
30

分
早
め
る
こ
と
を
望
む
声

が
あ
る
が
、
可
能
か
。

政策を役場に掲示は
町民のためや職員の励みになる

YouTube
2次元コード

公
立
保
育
所
建
て
替
え
検
討
の
進
捗
は

検
討
が
必
要
と
感
じ
て
い
る

防
犯
灯
の
新
設
計
画
は

教
育
委
員
会
と
連
携
し
て
進
め
た
い

森
もり

泉
いずみ

　謙
しず

夫
お

議員

答
町
民
課
長
　
保
育

士
が
受
け
持
つ
こ

と
の
で
き
る
園
児
数
は
国

の
配
置
基
準
で
定
め
ら
れ
、

現
状
の
保
育
士
と
施
設
で

は
受
け
入
れ
時
間
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
た
保
育
は
厳

し
い
状
況
で
あ
る
。

やまゆり保育園周辺は道路が狭く送迎がたいへん！

防犯灯の設置によって子どもの安全が守られる
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一般質問のあと、

どうなった？
　これまでの一般質問が、どのように町政に反映されているのかを調査しました。
職員の業務の積み重ねにより、町は日々、前進しています。

男女共同参画計画策定の考えは
［令和３年６月議会］ ［令和３年12月議会］

交差点に信号機の設置は可能か

質　問 質　問

質　問

答　弁

答　弁

答　弁現　在

現　在

　国では、第５次男女共同参画計画が策定
され、県においても策定が進められている。
町の計画策定の考えは。

　しなの鉄道高架下を通り、西軽井沢方面
へ向かう交差点の信号機設置は可能か。

　町の範囲でできる具体的な対策は。

　男女共同参画、ジェンダー平等の推進へ
令和４年度中の策定に向け、本年度より取
り組んでいく。

　信号機は警察所管の道路上の占有物で、
横断歩道も警察が設置する。協議をおこ
なったが構造上、現状では信号機設置の可
能性はかなり低いとのことである。

　事故を未然に防ぐため、視覚的に注意を
促す路面表示を強化する必要がある。車両
と歩行者の注意喚起に対応していきたい。

　令和4年11月、第1次御代田町男女共同参
画計画が策定されました。
　計画の内容については、下記の二次元コー
ドからご覧いただけます。
　また、審議会など※の委員に占める女性比
率は令和3年4月1日（一般質問のあった年）
に比べ、令和5年4月1日現在は5.4%上昇し、
24.3%となりました。
※「審議会など」とは地方自治法第202条の3に基づき設置

されている審議会及び地方自治法第180条の5に基づく行
政委員会となります。

　しなの鉄道横断地下道から交差点に至る
スロープの路面を赤色に着色するなど、効果
的な対策が図られました。

※上記二次元コードは、
御代田町男女共同参
画計画が閲覧できる
町ホームページに繋
がります。 現在は路面標示が強化されている
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研修報告

長
野
県
町
村
議
会
初
当
選
議
員
研
修
会
　
長
野
県
自
治
会
館

　
令
和
5
年
5
月
25
日

ー
議
会
と
は
議
事
機
関
で
あ
る
ー

　
本
研
修
会
に
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
初
当
選
し
た
7
名

と
本
年
補
欠
選
挙
で
初
当

選
し
た
山
本
議
員
の
合
計

8
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
最
初
に
、
新
潟
県
立
大

学
国
際
地
域
学
部
准
教
授

の
田
口
一
博
氏
よ
り
、
議

員
と
し
て
活
躍
す
る
た
め

に
必
要
な
心
得
と
し
て
人

脈
作
り
の
重
要
性
が
語
ら

れ
、
続
い
て
議
会
制
度
の

目
的
や
構
成
、
会
議
原

則
、
発
言
の
ル
ー
ル
や
禁

止
事
項
な
ど
議
員
必
携
を

も
と
に
講
義
を
受
け
ま
し

た
。

　
後
半
は
全
国
町
村
議
会

議
長
会
議
事
調
査
部
の
参

与
で
あ
る
平
野
誠
氏
か
ら

議
案
の
審
議
に
つ
い
て
、

そ
の
種
類
及
び
、
提
出
か

ら
決
議
を
経
て
送
付
さ
れ

る
ま
で
の
一
連
の
流
れ
を

法
令
に
則
り
詳
し
い
解
説

が
あ
り
ま
し
た
。

　
初
当
選
か
ら
現
在
ま
で
、

実
践
か
ら
議
員
と
し
て
の

職
務
を
学
ん
で
き
た
私
に

と
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

が
、
よ
り
明
確
化
さ
れ
た

研
修
で
し
た
。

　
議
会
と
は
議
決
機
関
で

は
な
く
議
事
機
関
で
あ
る

と
言
う
原
則
を
再
認
識
し
、

多
方
面
か
ら
の
幅
広
い
話

し
合
い
が
重
要
で
あ
る
こ

と
や
、
住
民
の
負
託
を
受

け
、
こ
れ
か
ら
も
誠
実
に

職
務
に
向
き
合
っ
て
い
き

た
い
と
い
う
こ
と
を
強
く

感
じ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
赤
田　
憲
子

参加した議員からは、多くの質問が飛び交った

　本会議及び委員会の傍聴ができます。希望される方は、議会
事務局で受付のうえ傍聴してください。
　日程は決まり次第、町ホームページでお知らせします。
　また、ホームページで定例会の映像配信をしていますので、
ご覧ください。

こちらをスマートフォンで読み取っていただくと、
御代田町ホームページ「議会映像配信」ページに繋がります。

皆さん! 議会の傍聴にお越しください!!

次回の定例会は９月です。

　ここは、浅間山と平尾山の山麓が折り合う湯川の水田地帯、田
切地形の崖の下です。子どもたちが自然の中で飛び回るとなりで
は、お母さんたちが田んぼや畑仕事に勤しんでいます。
　コロナ禍の閉そく感から解放される里山です。

表紙の写真 初夏の風香る里の小さな冒険
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６
月
に
行
わ
れ
た
南
北
小

学
校
の
運
動
会
に
、コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
で
４
年
ぶ
り
に
応
援

に
行
っ
て
来
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
運
動
会
に

全
力
で
取
り
組
む
姿
に
感
動

し
、子
ど
も
は
、町
の
宝
だ
と

改
め
て
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
1

日
で
し
た
。

　
今
号
の
議
会
だ
よ
り
は
、各

議
員
の
活
動
や
発
言
、委
員
会

の
審
査
内
容
な
ど
、紙
面
づ
く

り
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
盛
り

だ
く
さ
ん
の
掲
載
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、わ
か
り
や
す

く
親
し
ま
れ
る
議
会
だ
よ
り

を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

  

荻
原　
謙
一

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委 

員 

長
　
尾
関
　
充
紗

副
委
員
長
　
茂
木
　
重
幸

委
　
　
員
　
池
田
　
る
み

荻
原
　
謙
一

内
堀
喜
代
志

山
浦
　
久
人

森
泉
　
謙
夫

内
堀
　
綾
子

編
集
後
記

編
集
後
記

男子バレーボール部　部長　
３年　花

は な

岡
お か

　泰
た い

希
き

野球部　副部長　
３年　内

う ち

堀
ぼ り

　叶
と

絆
き

女子バレーボール部　部長　
３年　小

こ

林
ばやし

　美
み

月
つ き

女子バスケットボール部　部長　
３年　内

う ち

堀
ぼ り

　愛
あ い

花
か

Q1.部員は何人？（ 7月1日現在 ）
３年は５人、2年は７人、1年は５人

Q2.部のモットーは？
意志ある所に道は拓く

Q3.部の魅力は？
先輩・後輩関係なく、仲がよいところです。
整理整頓など、人として基本となる大事
なことができているところです。

Q1.部員は何人？（ 7月1日現在 ）
３年は６人、2年は４人、1年は９人

Q2.部のモットーは？
全力

Q3.部の魅力は？
目標の「東信制覇」を目指してチームみ
んなで頑張っています。スローガンの「全
力」の気持ちを大切にしています。

Q1.部員は何人？（ 7月1日現在 ）
３年は７人、2年は３人、1年は10人

Q2.部のモットーは？
百花繚乱

Q3.部の魅力は？
皆とにかく明るくて、元気なところが自
慢です!!

Q1.部員は何人？（ 7月1日現在 ）
３年は４人、2年は７人、1年は１人

Q2.部のモットーは？
文武両道

Q3.部の魅力は？
試合中や練習
時にたくさん
声をかけ合っ
たりしていて、
部員同士の仲
が良いことで
す。

みんなの
声

MIYOTA
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